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同
　
　
意

◇
厚
真
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

厚
真
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
野
澤
政
博
さ
ん
（
新
町
・
57
歳
）
が

選
任
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

議
　
　
案

◇
厚
真
町
加
賀
谷
厚
三
・
明
美
教
育
振
興

基
金
条
例
の
制
定

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
子
弟
に
対

す
る
学
資
金
の
一
助
と
す
る
た
め
、
故
加

賀
谷
明
美
氏
の
遺
志
に
よ
り
加
賀
谷
厚
三

さ
ん
の
寄
付
金
１
、０
０
０
万
円
を
も
と

に
厚
真
町
加
賀
谷
厚
三
・
明
美
教
育
振
興

基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

◇
厚
真
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
子
育
て
支
援
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
指
定
管
理
者
の
指
定

次
の
施
設
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
し
た
。

・ 

厚
真
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽

社
会
福
祉
法
人　
厚
真
町
社
会
福
祉
協

議
会　
会
長　
種
部
健
一

・ 

厚
南
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▽

社
会
福
祉
法
人　
北
海
道
厚
真
福
祉
会　

理
事
長　
岩
筋
雅
弘

・ 

厚
真
町
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
▽
社

会
福
祉
法
人　
厚
真
町
社
会
福
祉
協
議

会　
会
長　
種
部
健
一

・ 

厚
真
町
複
合
型
地
域
福
祉
活
動
拠
点
施

設
▽
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
ゆ
う
あ

い
ネ
ッ
ト
あ
つ
ま
理
事
長　
清
水
俊
宣

・ 

厚
真
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
▽
株
式
会

社　
あ
つ
ま
ス
タ
ン
プ
会　
代
表
取
締

役　
藤
井
隆
之

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

平
成
29
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
、

７
７
０
万
６
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
で

68
億
９
、
５
８
２
万
３
千
円
に
な
り
ま
し

た
。
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・ 

ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
、０
０
０
万
円

・ 

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
、４
２
９
万
円

・ 

加
賀
谷
厚
三
・
明
美
教
育
振
興
基
金　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
、０
０
０
万
円

・ 
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ス
タ
ー
ド
ー
ム

管
理
事
業　
　
　
　
　
　
１
６
７
万
円

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
補
正
予
算
（
第
2
号
））

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

平
成
29
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
７
４
万
３
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

で
２
億
１
、２
９
４
万
３
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

【
追
加
】
浄
化
槽
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
９
７
４
万
３
千
円

◇
厚
真
町
議
会
議
員
期
末
手
当
支
給
条
例

の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
7
号
）

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
保
険
事
業
勘
定
補
正

予
算
（
第
3
号
））報

　
告

◇
専
決
処
分
の
報
告
（
工
事
請
負
契
約
の

変
更
）

◇
所
管
事
務
調
査
報
告（
各
常
任
委
員
会
）

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

認
　
定

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
井
上
次
男
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
て
い
た
平
成
28
年
度

の
厚
真
町
一
般
会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
５
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
委
員
長
か
ら
報

告
が
行
わ
れ
、
本
会
議
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

意 

見 

書 

案

◇
厚
真
川
河
川
改
修
事
業
促
進
に
関
す
る

意
見
書

一 

般 

質 

問

・
森
田 

正
樹
議
員
　

・
伊
藤 

富
志
夫
議
員

・
井
上 

次
男
議
員

・
髙
田 

芳
和
議
員

・
大
捕 

孝
吉
議
員

・
吉
岡 

茂
樹
議
員

・
下
司 

義
之
議
員
　

議 会 平成29年　第４回定例会

平成29年第４回定例会が12月12日から13日まで、2日間の会期で開催され
ました。審議されたのは、厚真町一般会計補正予算など議案20件、同意１件、
報告４件、認定６件、意見書案1件で、いずれも原案どおり可決されました。
その主な内容についてお知らせします。

議 第会 ４ 回 定 例 会

◎
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
総
務
大

臣
表
彰
の
受
賞
に
つ
い
て

本
年
が
、
昭
和
22
年
５
月
３
日
に
地
方

自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
70
周
年
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
11
月
20
日
、
自
ら
の
創
意
工

夫
に
よ
り
、
優
れ
た
施
策
を
実
施
し
、
地

方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
市
町
村

に
対
し
、
総
務
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
道
で
は
本
町
を
含
む
４
市
町
、
全

国
で
は
１
２
４
市
町
村
が
受
賞
し
ま
し

た
。今

後
と
も
、
こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
地

方
創
生
総
合
戦
略
と
第
４
次
総
合
計
画
の

一
層
の
推
進
を
図
り
、
生
産
空
間
、
生
活

空
間
の
更
な
る
質
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
農
作
物
の
作
柄
状
況
に
つ
い
て

冬
季
の
降
水
量
は
平
年
並
み
で
し
た

が
、
２
〜
３
月
の
断
続
的
な
降
雪
に
よ
り

融
雪
期
は
平
年
と
比
較
し
８
日
遅
れ
ま
し

た
。

気
象
は
周
期
的
な
変
動
が
大
き
く
、
７

月
は
高
温
で
経
過
し
た
も
の
の
、
気
温
・

日
照
と
も
に
平
年
並
み
か
ら
平
年
を
下
回

る
期
間
が
多
い
状
況
で
し
た
。
農
作
業
に

つ
い
て
は
春
の
耕
起
や
は
種
作
業
は
順
調

に
終
了
し
ま
し
た
が
、
収
穫
等
に
つ
い
て

は
降
雨
の
影
響
に
よ
り
遅
れ
た
作
物
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
に
お
い
て
は
数
度
の
台
風

接
近
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
的
に
、
各
作

物
の
収
量
・
品
質
は
平
年
並
み
か
ら
や
や

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
稲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
省

統
計
部
お
よ
び
北
海
道
農
政
事
務
所
が
公

表
し
た
作
況
指
数
は
、
全
国
は
１
０
０

の
「
平
年
並
み
」、
北
海
道
１
０
３
、
胆

振
１
０
３
の
「
や
や
良
」
と
な
り
ま
し

た
。
米
の
出
荷
量
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
の

概
算
精
算
見
込
数
量
約
６
、５
１
９
ト

ン
・
約
10
万
８
千
俵
（
昨
年
６
、３
３
８

ト
ン
・
約
10
万
６
千
俵
）、
規
格
外
米

を
合
わ
せ
る
と
約
７
、７
１
８
ト
ン
・
約

12
万
８
千
俵
（
昨
年
約
７
、０
３
６
ト
ン・

約
11
万
７
千
俵
）
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
米
の
食
味
の
評
価
と
な
る
タ
ン
パ

ク
質
含
有
率
は
大
幅
に
低
く
、
９
割
以
上

が
食
味
の
良
い「
低
タ
ン
パ
ク
米
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

小
麦
に
つ
き
ま
し
て
は
、
融
雪
は
遅
れ

ま
し
た
が
、
以
降
は
気
温
が
高
か
っ
た
こ

町
長
行
政
報
告
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と
か
ら
生
育
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
登
熟
期
間
が
高
温
・
多
照
で
経
過
し

た
た
め
、小
粒
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１
等
麦
比
率
、
収
量
と
も
昨
年
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

て
ん
菜
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
育
が
や

や
早
く
推
移
し
ま
し
た
が
、
収
穫
時
期
の

断
続
的
な
降
雨
に
よ
り
収
穫
は
遅
れ
ま
し

た
。
収
量
・
品
質
に
つ
い
て
は
、
収
量
は

や
や
高
く
、
糖
分
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。ま

た
、
畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
酪
農

で
は
乳
価
の
上
昇
、
肉
牛
で
は
素
牛
価
格

の
高
値
安
定
な
ど
、
経
営
の
安
定
に
つ
な

が
る
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
気
象
変
動
が
大
き

か
っ
た
も
の
の
、
台
風
な
ど
の
被
害
も
少

な
く
、
主
要
作
物
は
総
じ
て
良
い
作
柄
と

な
り
ま
し
た
。

◎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
開
発
局
室
蘭
開
発
建
設
部
で
進

め
て
お
り
ま
す
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事

業
は
、
厚
幌
導
水
路
や
豊
川
用
水
路
の
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
下
旬
の
完
成
予

定
で
現
在
の
進
捗
率
は
60
％
で
あ
り
ま

す
。次

に
胆
振
総
合
振
興
局
室
蘭
建
設
管
理

部
所
管
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
で
す
が
、

道
道
上
幌
内
早
来
停
車
場
線
は
、
厚
真
川

の
河
川
改
修
工
事
に
合
せ
て
幌
内
橋
の
架

け
換
え
工
事
や
マ
ッ
カ
ウ
ス
沢
川
の
横
断

函
渠
工
等
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
中
旬
の

完
成
予
定
で
進
捗
率
は
90
％
で
あ
り
ま

す
。　道

道
厚
真
浜
厚
真
停
車
場
線
の
上
厚
真

市
街
地
区
か
ら
日
高
自
動
車
道
厚
真
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
改
良
工
事
は
、
厚

南
会
館
の
交
差
点
か
ら
子
育
て
支
援
住
宅

ま
で
の
区
間
と
厚
真
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

側
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
３
月
中

旬
の
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
10
％
で
あ
り

ま
す
。

河
川
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚

真
川
は
メ
ナ
ノ
沢
川
合
流
点
か
ら
マ
ッ
カ

ウ
ス
川
合
流
点
に
か
け
て
河
道
掘
削
、
築

堤
盛
土
、
護
岸
工
等
の
施
工
を
行
っ
て
お

り
、
３
月
下
旬
完
成
予
定
で
進
捗
率
は

80
％
で
あ
り
ま
す
。

入
鹿
別
川
は
、
Ｊ
Ｒ
日
高
本
線
の
入
鹿

別
橋
上
流
か
ら
道
道
千
歳
鵡
川
線
の
豊
年

橋
下
流
に
か
け
て
河
道
掘
削
や
護
岸
工
等

の
施
工
を
行
っ
て
お
り
、
12
月
中
旬
完
成

予
定
で
進
捗
率
96
％
で
あ
り
ま
す
。

厚
幌
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
26
年
11
月
の
本
体
工
事
着
工
よ

り
２
年
11
カ
月
（
冬
期
間
４
カ
月
休
止
）

と
い
う
短
期
間
で
本
体
工
事
を
ほ
ぼ
完
成

さ
せ
平
成
29
年
10
月
２
日
に
試
験
湛
水
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
30
日
現
在
の
貯

水
状
況
は
、
平
年
並
み
に
河
川
流
量
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
予
測
に
近
い
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
は
現
在
、
堤
内
仮
排
水

路
の
閉
塞
作
業
や
通
信
設
備
工
事
等
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
町
道
等
の
付
替
道
路
の

地
す
べ
り
対
策
工
事
は
既
に
完
成
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
30
年
以
降
は
道
道
上
幌
内

早
来
停
車
場
線
の
舗
装
や
ダ
ム
管
理
所
な

ど
の
周
辺
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

胆
振
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部
所
管
の

道
営
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、東
和
、

豊
沢
、
豊
共
第
一
、
豊
共
第
二
、
幌
内
富

里
地
区
の
５
地
区
の
整
備
工
事
を
行
っ
て

お
り
12
月
下
旬
に
は
全
て
完
成
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
町
の
道
路
事
業
に
つ
い
て
で
す

が
、
新
町
フ
ォ
ー
ラ
ム
線
ほ
か
５
路
線
と

橋
梁
の
補
修
工
事
の
２
橋
に
つ
い
て
は
既

に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

新
町
川
手
線
の
道
路
舗
装
工
事
は
、
河

川
協
議
が
終
了
し
11
月
下
旬
に
発
注
し
て

お
り
、
12
月
末
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。

幹
線
橋
補
修
工
事
は
２
月
末
完
成
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。

公
園
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
京

町
公
園
施
設
整
備
工
事
、
新
町
公
園
整
備

工
事
の
他
２
公
園
の
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

上
厚
真
中
央
公
園
整
備
工
事
は
12
月
末

の
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
95
％
で
あ
り
ま

す
。建

築
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
営
住

宅
や
町
有
住
宅
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は

既
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
表
町
に
建
設

中
の
子
育
て
支
援
住
宅
建
設
工
事
は
１
月

末
の
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
80
％
で
あ

り
、
京
町
に
建
設
中
の
高
齢
者
共
同
福
祉

住
宅
等
建
設
工
事
は
２
月
末
の
完
成
予
定

で
進
捗
率
40
％
で
あ
り
ま
す
。
シ
ェ
ア
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修
事
業
に
伴
う
上

厚
真
の
旧
宮
の
森
保
育
所
改
修
工
事
は
、

１
月
中
旬
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
70
％
で

あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上

野
地
区
、
共
栄
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事

は
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
上
厚
真
地
区
配

水
管
布
設
替
工
事
は
１
月
末
の
完
成
予
定

で
進
捗
率
は
55
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

統
合
簡
易
水
道
事
業
の
富
里
浄
水
場
の
機

械
・
電
気
工
事
は
平
成
30
年
２
月
末
の
完

成
予
定
で
進
捗
率
は
99
％
で
あ
り
、
幌
内

地
区
増
圧
ポ
ン
プ
場
は
平
成
30
年
３
月
上

旬
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
50
％
で
あ
り
ま

す
。配

水
管
の
布
設
工
事
等
に
つ
い
て
は
、

９
工
区
で
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
全
体

の
進
捗
率
は
70
％
で
平
成
30
年
２
月
中
旬

完
成
予
定
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

浄
化
槽
市
町
村
整
備
工
事
は
、
浄
化
槽
設

置
予
定
25
基
の
内
21
基
が
完
成
し
て
お

り
、
進
捗
率
は
84
％
で
あ
り
ま
す
。

林
道
専
用
道
開
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
桜
丘
本
線
、
幌
内
マ
ッ
カ
ウ
ス
線
の

林
道
専
用
道
の
開
設
工
事
は
完
成
し
て
お

り
ま
す
。

塩尻市役所職員の山田さんは、地元商店街の空き屋再生
プロジェクトや大手企業との官民協働事業など数々のユ
ニークで魅力的な地方創生事業を手掛けてきました。
また、そうした取り組みが高い評価を受け、内閣府地域

活性化伝道師として全国で年間 100 件以上の講演活動を
行っています。
今回は、山田さんの数々の実践事例から今

後の行政と住民の協働のあり方について学び
を深めます。
多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

申し込み・問い合わせ　生涯学習課 社会教育グループ　☎ 27－ 2495
（申し込み締め切り　１月 29日（月）まで）

場 所　総合ケアセンターゆくり
参加費　無料
定 員　30人

２月９日（金）
18時～20時

生 涯 学 習 講 座「ともに語ろう、あつまの未来」
テーマ ◇   持続可能な地域・人づくりと行政と市民の協働
講　師 ◇  塩尻市役所　山田 崇氏

それぞれの分野で先行く経営者と
ビジネスの可能性を語り合う 3時間

男前農家集団によるカッコイイ農業講座
― 「つくり手」「つたえ手」のチームで農業のあり方を変える

場 所　総合ケアセンターゆくり
参 加 費　無料
主 催　厚真町
企画運営　エーゼロ株式会社

1月27日 土
14 時～ 17 時

故郷秋田県の農業の衰退に危機感を感じ、単一農家 100%の安心安
全なこだわりのお米を届けることを決心した武田さん。本当は農業っ
てカッコイイ！をモットーに、地元の若手農家 3人と「トラ男」とい
うチームを結成し、2010 年から米のインターネット販売「torao.jp」
を開始しました。今の若手農家が担っていくべきこれからの農業とは
何か？未来の農業のあり方について武田さんと考えましょう。

懇親会も予定しています（会費 3,000 円程度）

vol.3 テーマ

1985 年秋田県北秋田市生まれ。2008年立命館大学情報理工学部卒業、東
京にてデジタルコンテンツ業界に従事。2011年8月株式会社kedama設立。
2016 年 5月内閣府が運営する地域活性化伝道師に選ばれる。若手農家の厳
選米のネット通販 torao.jp を運営。2015 年から築 133 年のかやぶき古民
家を活用した新ビジネス「シェアビレッジ (sharevillage.jp)」を立ち上げる。

＜ 講 師 ＞
株式会社 kedama　代表取締役　武田 昌大氏

申し込み

産業経済課　経済グループ　宮
メ ー ル：keizai@town.atsuma.lg.jp
電 話：27-2486
締め切り：1月 24日（水）
※お名前、所属先のほか、「講義で聞いてみたいテーマ」
があればお知らせください。


